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ヨ
ー
ガ
派
の
三
味
に
つ
い
て

力日

藤

正

平日

イ
ン
ド
の
哲
学
体
系
は
、

一
般
に
ほ
ぼ
宗
教
と
同
一
視
し
え
る
も
の
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
解
脱
の
問
題
を
中
心
と
し
て
展
開
さ

れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
人
の
伝
統
的
な
人
生
観
で
は
、
我
々
生
類
の
在
り
方
を
輪
廻
す
る
も
の
と
み
て
、
こ
の
輪
廻
か
ら
の
解
脱
を
如
何
に

し
て
実
現
す
る
か
と
い
う
事
に
、
古
来
よ
り
幾
多
の
求
道
者
の
英
知
が
傾
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
解
脱
を
自
ら
手
に
し
た
古
聖
は
、

後
に
来
た
れ
る
者
の
為
に
、
自
己
の
達
観
し
た
真
理
を
、
自
己
の
論
理
を
以
っ
て
提
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
真
理
に
至
る
道
筋
を
、
そ

の
論
理
の
上
か
ら
体
系
づ
け
て
示
し
た
。
こ
こ
に
教
理
と
行
法
と
を
一
体
と
し
た
イ
ン
ド
の
哲
学
・
宗
教
の
伝
統
が
形
成
さ
れ
る
に
至
つ

た
の
で
あ
る
。
以
下
、
本
稿
に
於
て
問
題
と
す
る
ヨ

l
ガ
コ
。
官
)
派
も
、
か
か
る
伝
統
の
一
翼
を
担
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
派
で

は
、
解
脱
に
至
る
道
を
ヨ

l
ガ
の
体
系
と
し
て
説
く
。
も
っ
と
も
、
解
脱
の
為
の
方
便
を
ヨ

l
ガ
と
称
す
る
の
は
、
周
知
の
如
く
、
こ
の

派
の
専
用
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
の
哲
学
・
宗
教
一
般
に
広
く
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
こ
の
派
の
ヨ

l

ガ
は
如
何
な
る
教
理
を
背
景
と
し
て
ヨ

l
ガ
の
体
系
を
組
織
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
概
ね
次
の
経
文
に
体
系
の
根
幹
は
要
約
さ
れ
て
い
る
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と
い
え
よ
う
。
即
ち
、

『ヨ

l
ガ
は
心
作
用
の
滅
で
あ
る
。
』
(
ペ
ω
:
?
N
)

『
そ
の
時
、
見
者
は
自
己
本
来
の
相
に
確
立
す
る
。
』
(
ペ
∞
-
w

ア
凶
)

『
そ
の
他
の
場
合
に
は
、
〔
心
〕
作
用
と
同
相
で
あ
る
。
』
(
ぺ
∞
-
u

ナ
ご

つ
ま
り
、
心
作
用
と
同
化
し
て
い
る
見
者
・
プ
ル
シ
ャ

(
2
2
t
)
を
、
心
作
用
を
滅
す
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
来
の
在
り
方
に
立

ち
返
ら
せ
る
事
が
、
輪
廻
生
存
か
ら
の
解
脱
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
心
作
用
を
滅
す
る
ヨ

l
ガ
こ
そ
が
、
こ
の
派
の
出
発
点

で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
終
着
点
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
心
作
用
の
滅
と
規
定
さ
れ
た
ヨ

l
ガ
は
、

八
つ
の
支
則
を
以

ミ削
r
r
m
)
、
執
持

(
ι
E
Zヨ
山
)
、
静
慮

(
F
Z
E
)、

っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
。
八
支
則
と
は
、
禁
戒
(
苫
自
白
)
、
勧
戒
(
ロ

HEヨ
ω
)
、
坐
法
(
叫

2
5
)
、
調
息

(
1
r削
E
E
)、
制
感
(
司

2
2

(1) 

の
八
つ
で
あ
り
、
こ
の
い
ず
れ
も
が
心
作
用
の
滅
に
対
し
て
、

三
昧

(
Z
Z
F
M
)

直
接
に
、
或
は
間
接
に
働
く
。
け
れ
ど
も
、
最
も
直
接
に
働
く
の
は
、
こ
の
中
で
も
特
に
最
後
の
三
支
別
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
前
五
支

則
と
比
較
す
れ
ば
、
純
粋
に
心
的
な
行
法
で
あ
り
、
就
中
、
第
八
支
則
の
三
昧
が
最
も
心
作
用
の
滅
に
関
し
て
重
視
さ
れ
、

(
2
)
 

三
昧
で
あ
る
」
と
の
立
言
も
、
あ
な
が
ち
誤
り
と
は
い
え
な
い
。
以
下
に
み
る
如
く
、
三
昧
こ
そ
が
ヨ

l
ガ
の
体
系
の
基
本
的
立
場
を
、

「ヨ
l
ガ
は

最
も
端
的
に
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
二
一
味
の
基
礎
構
造
で
あ
る
有
想
の
三
昧
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
く
事

に
す
る
。
尚
、
二
一
味
に
は
有
想
と
無
想
(
或
は
有
種
子
・
無
種
子
)

の
別
が
あ
り
、
究
極
的
に
は
、
後
者
に
至
っ
て
初
め
て
全
て
の
心
作

用
の
滅
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
前
者
の
み
を
み
る
事
に
し
た
。
何
故
な
ら
、
有
想
の
三
昧
に
よ
っ
て
、
心
作
用
の
滅
す
る
過
程

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。



ヨ
l
ガ
経
(
ペ
。
官
ム
ロ
ロ
ω
)

に
於
て
は
、
次
の
つ
一
ケ
所
に
三
昧
が
組
織
だ
て
て
説
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、
経
一

17 

日
の
有
想
・
無

想
の
体
系
、

-
4
以
下
の
等
至
の
体
系
、
三
・

3
の
八
支
則
の
体
系
で
あ
る
。
こ
の
三
群
の
三
味
の
体
系
は
、
そ
れ
ぞ
れ
記
述
の
意
図

を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
三
者
を
無
批
判
に
同
一
視
す
る
事
は
許
さ
れ
な
い
が
、
以
下
に
み
る
如
く
、
三
者
は
内
容
と
し
て
は
同
じ
心

ヨーガ派の三味について

の
状
態
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
中
の
八
支
則
の
体
系
に
於
け
る
三
味
を
取
り
上
げ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の
箇
所
の
三
味
の
定
義
が
最
も
三(3
)
 

又
、
経
の
成
立
の
上
か
ら
も
こ
れ
が
ヨ

l
ガ
派
の
三
昧
の
原
型
と
見
倣
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

昧
の
基
本
的
性
格
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
、

八
支
則
中
の
三
昧
は
行
法
と
し
て
の
三
昧
で
あ
り
、
執
持
及
び
静
慮
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
執
持
か
ら
み
て
い
く
事
に
す
る
。

『
場
所
と
結
び
つ
〈
の
が
、
心
の
執
持
で
あ
る
。
』
(
ペ
∞
・
祖
国
1

H

)

こ
こ
に
『
場
所

(rrど
と
い
う
の
は
、
腕
胴
輪
、
心
臓
の
蓮
華
、
鼻
の
先
等
の
内
的
な
場
所
や
、
或
は
、
太
陽
や
月
と
い
っ
た
外
的

(
4
)
 

な
場
所
の
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
外
的
な
場
所
に
つ
い
て
は
、
直
接
心
を
結
び
つ
け
る
事
は
不
可
能
な
の
で
、
こ
の
場
合
に
は
、
「
た
だ
心

(

5

)

(

6

)

 

の
作
用
と
し
て
の
み
(
円

2
2
E
J
E宮
山
口

ot)」
、
つ
ま
り
「
た
だ
知
と
し
て
の
み
(
]
卸

E
Bヨ凶
5
E
)」
、
心
は
外
的
な
場
所
と

(
7
)
 

結
合
す
る
の
で
あ
る
。
『
結
び
つ
く

(rzz)』
と
は
、
結
局
は
心
が
「
他
の
対
境
を
除
い
て
確
立
す
る
事
」
に
他
な
ら
な
い
。
即
ち
、
執

(
8
)
 

持
と
は
、
制
感
が
対
境
と
心
と
を
結
合
せ
し
め
る
根
(
五
合
同
立
)
を
制
御
し
、
自
己
の
支
配
下
に
置
く
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
応
し
、
い

(
9
)
 

わ
ば
、
あ
れ
こ
れ
の
対
象
に
結
び
つ
こ
う
と
し
て
散
乱
す
る
心
を
、

一
の
対
象
に
意
識
的
に
固
定
す
る
事
で
あ
る
。

」
れ
が
執
持
で
あ
る
が
、
こ
の
執
持
は
さ
ら
に
、

53 

『
そ
こ
に
於
て
、
観
念
が
唯
一
の
対
象
を
志
向
し
て
い
る
と
、
静
慮
で
あ
る
。
』
(
ペ
∞
よ

国

'
N
)



54 

(
叩
)

心
を
一
対
象
に
留
め
た
執
持
と
同
じ
対
象
に
於
て
、

(
日
)

と
な
っ
て
い
る
な
r
J
Z
円
削
ど
の
が
静
慮
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
心
が
同
じ
種
類
の
観
念
の
流
れ
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
観
念
に
触
れ
る

(
日
)

事
が
な
い
、
同
一
観
念
の
相
続
の
事
で
あ
る
。

観
念
が

『
唯
一
の
対
象
を
志
向
し
て
い
る
(
兵
三
削

E
円山)』

つ
ま
り
、
「
一
境

こ
の
よ
う
に
、
執
持
は
静
慮
の
前
提
と
な
る
が
、

さ
ら
に
静
慮
に
於
て
も
、

『
そ
の
同
じ
対
象
の
み
が
顕
現
し
、
自
相
を
欠
い
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
と
、
一
二
昧
で
あ
る
。
』
(
ペ
∞
よ

(
M
)
 

『
そ
の
同
じ
』
と
は
静
慮
が
成
立
し
て
い
る
対
象
で
、
こ
の
『
対
象
の
み
が
顕
現
し

(
2
円
ZE宮山口
ω

ロロ

rzz)』
と
は
、
「
対
象
の

(

日

)

(

日

)

行
相
に
専
念
す
る
事
に
よ
っ
て
、
〔
心
に
〕
生
起
し
た
対
象
の
相
」
が
あ
る
事
、
或
は
、
心
が
「
静
慮
の
対
象
の
行
相
と
し
て
顕
現
す
る
」

む
)

つ
ま
り
、
心
は
対
象
を
観
念
と
し
て
自
ら
の
上
に
映
ヒ
、
プ
ル
シ
ヤ
の
享
受
(
経
験
)
に
供
す
る
カ
、
三
昧
に
あ
っ
て
は

国

w 

事
で
あ
る
。

心
が
対
象
の
相
を
以
っ
て
顕
現
し
、
心
の
『
白
相
を
欠
い
た
も
の
の
出
く

(
2
2
口
苫

'
2
3
ω
Eム
J
)
』、

(

M

)

(

M

U

)

 

如
く
」
と
な
り
、
「
静
慮
の
対
象
の
自
性
に
浸
透
す
る
の
で
」
、
静
慮
は
三
昧
と
な
る
。

つ
ま
り

「
観
念
自
体
を
欠
い
た

(
初
)

こ
の
よ
う
に
、
執
持
以
下
の
三
支
則
は
不
可
分
に
、
因
果
関
係
を
以
っ
て
関
連
を
も
っ
。
続
く
経
に
も
『
一
二
者
を
一
つ
の
場
所
で
〔
行

(

幻

)

(

包

)

う
か
ら
〕
総
制

(22ω
ヨ
ω)
』
と
あ
り
、
八
支
則
の
体
系
に
於
て
は
、
三
味
は
常
に
三
者
一
体
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
こ
に
み
た
よ
う
に
、
三
昧
は
心
が
自
ら
の
相
を
失
っ
て
所
縁
の
行
相
と
し
て
顕
わ
れ
る
点
で
執
持
・
静
慮
と
は
一
線
を
画
す
。
こ
れ
と

同
じ
内
容
は
後
述
の
有
想
の
体
系
、
等
至
の
体
系
に
再
び
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
こ
の
三
味
を
、
所
縁
と
な
る
も
の
の
別
に
従
っ
て
体

系
化
し
た
も
の
で
あ
る
。



前
段
で
み
た
三
昧
の
定
義
で
も
明
ら
か
な
如
く
、
一
二
昧
は
、
心
が
対
象
を
と
ら
え
る
際
の
心
自
体
の
在
り
方
、
顕
わ
れ
方
に
他
な
ら
な

ぃ
。
認
識
を
成
立
さ
せ
る
場
で
あ
る
心
が
、
も
し
純
粋

(
m
Z雪
ω

性
)
で
な
け
れ
ば
、
我
々
の
対
象
認
識
(
経
験
)
は
純
粋
な
も
の
で
は
な

く
、
対
象
の
真
の
在
り
方
を
把
握
し
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
っ
て
も
、
事
実
は
、
対
象
自
体
の
本
質
と
は
何
ら
か
か
わ
り
の
な
い
、
分
別

を
は
じ
め
と
す
る
他
の
心
作
用
が
混
入
し
た
似
而
非
対
象
の
妄
想
を
見
出
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
か
か
る
分
別
等
の
爽
雑
物
を
排
除
し

な
い
限
り
は
、
対
象
の
相
は
プ
ル
シ
ヤ
の
明
瞭
に
認
知
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
認
識
の
純
粋
化
は
一
挙
に
達
成

ヨーガ派の三味について

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
対
象
と
な
る
も
の
が
一
律
で
は
な
く
、
認
識
の
成
立
す
る
場
と
し
て
の
心
の
純
粋
さ
に
高
低
が
認
め
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
等
し
く
三
昧
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
段
階
的
区
分
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
有
想

(
Z
H
S
E
日
g
)

と
呼
ば
れ

る
三
昧
で
あ
る
。

有
想
を
定
義
し
て
い
う
。

『
尋
、
伺
、
歓
喜
、
我
識
の
相
を
伴
う
故
に
、
有
想
で
あ
る
。
』
(
ペ
∞

-
U
7
Z
)

即
ち
、
心
が
所
縁
を
と
る
時
に
、
観
念
と
し
て
顕
わ
れ
る
対
象
の
相
に
、
尋
等
の
相
が
附
随
し
て
い
る
三
味
で
あ
る
。
こ
の
有
想
と
い

う
術
語
の
本
来
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
の
語
は

Z
品

7
1
f
¥
]
叫
ぶ
よ
り
派
生
し
た
語
で
あ
る
か
ら
、

認
知
さ
れ
た
、
或
は
、
完
全
に
知
り
尽

さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
有
想
よ
り
上
に
無
想

7
2
H
S
E
}
副
E
)
を
た
て
る
事
か
ら
し
て
、
認
知
す
る
も

55 

の
が
未
だ
残
存
し
て
い
る
も
の
を
有
想
と
称
し
、
か
か
る
も
の
が
不
要
と
な
っ
た
も
の
を
無
想
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
注
釈
に
於
て
は
、

こ
の
術
語
に
対
し
て
注
釈
が
加
え
ら
れ
る
の
は
ボ

l
ジ
ャ
王
以
降
の
事
で
あ
る
。
彼
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
修
習
さ
れ
る
べ
き
〔
対
象
の
〕
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白
相
が
、
正
し
く

(
E目立
T
)

疑
念
と
転
倒
と
を
離
れ
て
い
る
と
了
知
さ
れ
る

(
お
)

る
(
司

z
r
J
4
m
}
目
立
Z
)
も
の
が
有
想
で
あ
る
に
か
か
る
語
源
解
釈
を
依
用
す
る
事
の
可
否
は
別
と
し
て
、
こ
の
解
釈
は
有
想
の
性

(
日

uz-山山)『釦円。)、
即
ち
、
た
い
そ
う
よ
く
知
ら
れ
て
い

格
を
か
な
り
正
確
に
把
握
し
て
い
る
。
有
想
は
以
下
に
み
る
如
く
、
対
象
の
純
粋
認
識
で
あ
り
、
又
、
現
量
(
司
Z
ミ
ω
Z
ω
)
の
徹
底
だ
か

ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
尋
を
伴
う
三
昧
と
は
。
尋

(
Z
E
み
と
と
は
、

(
包
)

「
心
の
所
縁
に
於
け
る
組
大
な
も
の
の
享
受
で
あ
る
。
」
こ
の
派
の
立
場
で
は
、

認
識
の
対
象
は
全
て
グ
ナ
食
品
と
よ
り
な
る
が
、
そ
れ
は
根
源
的
な
グ
ナ
で
あ
る
無
没

(
ω
-
Z
∞ω
)
が
転
変
し
て
出
現
し
た
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、

一
つ
の
対
象
、
例
え
ば
水
を
例
に
と
れ
ば
、
水
自
体
は
グ
ナ
と
し
て
、
差
別

(
2
r
t
)、
無
差
別
な

5
r
t
)、

(
お
)

(]戸島田釦
a

宮
山
口
ω
)
、
無
没
の
四
つ
の
グ
ナ
の
区
分
を
そ
の
背
景
と
し
て
い
る
訳
で
、
水
を
所
縁
と
す
る
三
昧
が
徹
底
す
る
に
従
っ
て
、
唯
没)1国

次
こ
の
グ
ナ
の
区
分
が
心
の
所
縁
と
な
る
。
今
こ
こ
に
い
う
組
大
な
も
の
と
は
、
こ
の
グ
ナ
の
区
分
に
於
て
、

(
お
)

ま
り
五
大
よ
り
な
る
も
の
な
引

2
r
E
E
t
)
の
事
で
あ
る
。
組
大
な
も
の
を
享
受
す
る
と
は
、
粗
大
な
も
の
の
白
相
を
現
証
し
て
い
る

(
m
U
J
 

知
恵

(
T
2
日
)
が
あ
る
事
で
、
プ
ル
シ
ャ
は
観
念
と
し
て
心
に
顕
わ
れ
た
粗
大
な
も
の
の
白
相
を
み
て
い
る
。
こ
れ
が
尋
を
伴
う
一
二
味

で
あ
る
。

最
も
組
大
な
も
の
、
つ

次
に
、
伺
を
伴
う
三
昧
と
は
。
伺

(
5
n
r
ω
)
と
は
、
心
の
所
縁
に
於
け
る
「
微
細
な
も
の
の
享
受
」

(
お
)

で
あ
る
。
微
細
な
も
の
と
は
、

組
大
な
も
の
が
転
変
流
出
し
て
く
る
原
因
と
な
る
微
細
な
も
の
で
あ
り
、
五
唯
(
言
問

2
4
2宮
山
口
釦
)
、
没
(
正
明
白
)
、
無
没
を
対
境
と

(
m
U
)
 

す
る
三
昧
で
あ
る
。

以
上
の
尋
及
び
伺
を
伴
う
一
二
味
は
、
こ
の
よ
う
に
細
粗
の
別
は
あ
っ
て
も
、

(
却
)

い
ず
れ
も
が
認
識
の
対
象
(
凹
品
ご
と
を
対
境
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
次
の
歓
喜
と
我
識
は
、
そ
の
対
境
と
す
る
も
の
の
内
容
が
こ
れ
ら
と
は
異
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
歓
喜
(
削

Z
口

E
)



と
は
、
「
歓
び
(
「
5
L
ω
)
」

(
況
)

の
事
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
う
い
う
事
で
あ
る
。
歓
喜
を
伴
う
一
ニ
昧
と
は
認
識
器
官

(mzE官
)
を
対
境
と
す

る
。
根
の
粗
大
な
も
の
(
外
具
)
が
所
縁
で
あ
る
時
に
は
、
心
の
享
受
は
歓
び
で
あ
り
、
歓
喜
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
根
は
照
明
の
性
向
を

サ
ッ
ト
ヴ
ァ
を
主
と
す
る
我
慢
(
佐
立

Z
Z
)
か
ら
生
ビ
た
も
の
で
あ
り
、

(
沼
)

根
も
又
、
楽
で
あ
り
、
そ
の
享
受
は
歓
び
で
あ
る
。

サ
ッ
ト
ヴ
ァ
は
楽

(zrE)
で
あ
る
か
ら
、

も
つ
か
ら
、

ヨーガ派の三味について

こ
れ
で
認
識
(
経
験
)
を
成
立
さ
せ
る
三
要
因
の
中
、
認
識
の
対
象
、
認
識
器
官
を
対
境
と
す
る
三
昧
が
検
討
さ
れ
た
。
最
後
の
認
識

(

お

)

(

泊

)

の
主
体
(
明
日
z
d
)
を
対
境
と
す
る
三
昧
が
、
我
識

(
Z
E
H
L
)
を
伴
う
三
昧
で
あ
る
。
我
識
と
は
、
煩
悩

(rzr)
の
一
つ
で
あ
り
、

(
お
)

同
時
に
根
と
し
て
の
心
が
そ
こ
か
ら
出
現
す
る
、
い
わ
ば
心
の
根
源
的
基
体
で
も
あ
る
。
従
っ
て
、
我
識
の
三
味
と
は
、
か
か
る
我
識
を

(
お
)

対
境
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
疏
に
よ
れ
ば
、
「
一
を
体
と
す
る
意
識
(
。

5
5
H
E
Z
E
5
5
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
我
識
は
ア

(
幻
)

l
ト
マ
ン
即
ち
認
識
の
主
体
を
伴
っ
た
覚
(
「
己
主
T
)
で
あ
り
、
こ
の
認
識
の
主
体
と
混
然
一
体
と
な
っ
た
心
|
|
こ
れ
が
正
に
煩
悩
と

し
て
の
我
識
i

l
が
残
っ
て
い
る
三
昧
が
有
想
の
限
界
で
あ
る
。
こ
れ
は
認
識
の
主
体
た
る
プ
ル
シ
ヤ
を
対
境
と
す
る
か
の
如
く
で
あ
っ

て
も
、
そ
こ
に
は
我
執
が
残
っ
て
お
り
、
。
フ
ル
シ
ャ
そ
の
も
の
は
対
象
と
な
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
四
つ
の
有
想
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
。
ま
ず
、
尋
の
相
を
伴
っ
た
三
昧
に
は
、
尋
の
み
な
ら
ず
、

伺
、
歓
喜
、
我
識
の
全
て
の
相
が
付
随
し
、
こ
れ
を
有
尋

(
Z
5
E
H
E
)
と
称
す
。

こ
の
有
尋
の
三
昧
か
ら
尋
の
相
が
除
か
れ
る
と
、

伺
以
下
の
三
相
を
伴
う
有
伺

(
2
5
n
r
m
)

さ
ら
に
こ
の
有
伺
か
ら
伺
の
相
を
除
く
と
、
二
相
を
伴
う
有
楽

(ω
山
口
田
口
含
)

(
お
)

で
あ
る
。
有
想
と
は
、

で

で
あ
り
、

あ
り
、
こ
れ
か
ら
歓
喜
の
相
を
除
く
と
、
三
昧
は
、
た
だ
我
識
の
み
の
も
の

(
2
5品
目
宮
山
口
白
)

こ
の
よ
う
に
総

じ
て
グ
ナ
よ
り
な
る
も
の
を
心
の
所
縁
と
し
、
こ
れ
に
対
す
る
認
識
を
徹
底
す
る
事
に
よ
っ
て
、
次
第
に
、
よ
り
根
源
的
な
グ
ナ
に
、
或

57 

は
認
識
を
成
立
せ
し
め
る
場
所
自
体
の
根
源
に
迫
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
上
限
は
我
識
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
が
有
想
の
限
界
で
あ
り
、
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グ
ナ
に
対
す
る
固
執
の
極
限
で
あ
っ
て
、
プ
ル
シ
ャ
と
グ
ナ
と
の
結
合
は
そ
の
最
終
段
階
、
を
む
か
え
て
い
る
。

以
上
が
主
と
し
て
疏
及
び
ヴ
ア
ー
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
ミ
シ
ユ
ラ
の
復
註
を
通
じ
て
み
た
有
想
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
に
対
し
て
、
ボ

l
ジ
ヤ

王
の
註
釈
は
少
し
異
っ
た
観
点
か
ら
の
解
釈
を
加
え
て
お
り
、
有
想
を
め
ぐ
る
問
題
の
一
端
と
し
て
、
次
に
彼
の
所
説
を
検
討
し
て
み
た

い

ω』彼
に
よ
れ
ば
、

さ
き
の
経
一

-
口
の
有
想
の
語
の
後
に
三
味
の
語
を
補
え
と
し
、
三
味
と
は
修
習
(
『

E
Zロ
山
)
の
事
で
、
「
修
習
さ
れ

る
対
象
と
は
別
の
対
境
を
遮
止
し
て
、
心
を
〔
そ
の
対
象
に
対
し
〕
何
度
も
繰
り
返
し
て
置
く
事
」
だ
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
修
習

の
対
象
は
、
自
在
神
(
ニ

Z
E
)
と
諦

(
Z
2
;
)
と
の
二
種
で
あ
る
が
、
後
者
は
さ
ら
に
、
非
知
性
的
な
も
の

(
}
ω
T
)
 
で
あ
る
二
十

四
諦
と
、
知
性
的
な
も
の

(
3
i
ω
)
 
で
あ
る
プ
ル
シ
ャ
と
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
有
想
は
、
こ
の
諦
を
修
習
の
対
象
と
す
る
も
の
と
解

前
後
の
検
討

(
Z
2
S
ω
L
E
Z
H
r
ι
F削
Z
)
、

し
、
尋
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
大
(
自
与
巴

E
E
)
と
根
と
い
う
組
大
な
も
の
を
対
境
と
し
、
〔
グ
ナ
の
転
変
の
因
果
関
係
の
〕

言
葉
と
意
味
と
の
陳
述
の
分
別

(
r
E
p
r
o
-
-
o
r
z
'
Z
E
Z
E
)
を
以
っ
て

及
び
、

修
習
が
な
さ
れ
る
時
に
は
、
二
一
味
は
有
尋
で
あ
る
。
そ
の
同
じ
所
縁
に
於
て
、
前
後
の
検
討
、
及
び
、

言
葉
と
意
味
と
の
陳
述
〔
の
分

別
〕
な
く
し
て
修
習
が
行
わ
れ
る
時
に
は
無
尋
で
あ
る
」
と
。
従
っ
て
、
彼
は
粗
大
な
も
の
の
中
に
根
を
も
含
め
て
お
り
、
経
で
は
尋
の

相
を
伴
う
点
に
着
服
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
後
述
の
等
至
の
体
系
と
関
連
づ
け
て
無
尋
な
る
も
の
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ
と

同
じ
事
は
次
の
伺
に
も
み
ら
れ
る
。
「
唯

(
E
ロ
ヨ
凶
口
ω
)
と
内
具

(
3
;
f
E
2
2
)
の
相
を
と
っ
た
微
細
な
対
境
を
所
縁
と
し
、
そ
の
場
所
と
時

聞
の
法
に
別
異
あ
る
も
の
と
し
て
修
習
が
行
わ
れ
る
時
に
は
有
伺
で
あ
る
。
そ
の
同
じ
所
縁
に
於
て
、
場
所
と
時
間
の
法
に
別
異
な
き

も
の
と
し
て
、
つ
ま
り
、
有
法
の
み

(
ι
F
E
T
E
r
z
)
が
顕
現
す
る
も
の
と
し
て
修
習
が
行
わ
れ
る
と
無
伺
で
あ
る
」
と
説
き
、
さ
ら
に
「
以

上
の
如
く
に
達
し
た
三
味
は
、
認
識
対
象
の
等
至
〈
明
同
巴
苫
，

Z
5
4
E円
H

)

と
呼
ば
れ
る
」
と
し
て
、
等
至
の
体
系
に
は
っ
き
り
対
応
さ
せ
て



い
る
。
そ
し
て
、
歓
喜
に
つ
い
て
は
、
「
し
か
し
、
繊
細
な
ラ
ジ
ャ
ス
(
吋
3
2
)
と
タ
マ
ス

(
Z
5
2
)
を
伴
っ
た
内
具
の
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
を
修
習

す
る
時
に
は
、
グ
ナ
の
支
配
下
に
あ
る
智
力
に
よ
っ
て
(
官
官

'
Z
T
r
'
n
E
'
E
T
4
)
、
楽
と
照
明
所
成
の
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
が
修
せ
ら
れ

る
こ
と
が
盛
大
で
あ
る

(
G
r
o
r
と
か
ら
、
三
味
は
有
楽
で
あ
る
。
」
従
っ
て
、
彼
は
内
具
の
ラ
ジ
ャ
ス
・
タ
マ
ス
の
残
っ
て
い
る
サ
ッ

ト
ヴ
ァ
を
歓
喜
の
対
境
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
三
昧
に
と
ど
ま
っ
た
場
合
は
、

他
の
諦
、

つ

「
こ
の
一
二
昧
に
於
て
止
住
す
る
者
達
は
、

(
紛
)

ま
り
勝
因

(
T
E
ι
Z
Z
)
と
プ
ル
シ
ャ
の
相
を
見
る
事
は
な
い
が
、
身
体
と
我
慢
と
を
離
れ
て
い
る
か
ら
、
離
身
者
(
〈
卒
。

E
)」
と

呼

ば
れ
、

か
か
る
三
味
は
「
認
識
器
官
の
等
至

(mzrtEZ富
山

3
5
)
」
だ
と
す
る
。
さ
ら
に
、
「
そ
れ
よ
り
優
れ
た
、
繊
細
な
ラ
ジ
ャ
ス

ヨ」ガ派の三味について

と
タ
マ
ス
と
に
覆
わ
れ
て
い
な
い
清
浄
な
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
を
所
縁
と
す
る
修
習
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
認
識
の
対
象
で
あ
る
サ
ッ
ト
ヴ
ァ

(
H
H
)
 

た
だ
あ
る
だ
け
の
も
の

を
無
視
し
た
(
ロ
吉
明
『

E
Z
)
智
力
に
よ
っ
て
、

〔
こ
の
清
浄
な
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
の
修
習
が
〕
盛
大
で
あ
る
か
ら
、

(
2
2制
自
由
叫

E
)
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
で
、
一
二
昧
は
有
我
識
す
削
ω
百
五
)
」
だ
と
す
る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
彼
は
我
慢
と
我
識
を
区
別

し
て
い
う
。
「
内
具
が
、

H

私
が
H

と
い
う
陳
述
に
よ
っ
て
、
諸
の
対
境
を
認
知
す
る
の
が
我
慢
で
あ
」

り

「
内
部
志
向
す
る
も
の

(
2
5
B
E
E
r
z
z
)
と
し
て
、
逆
転
変

(
Y
E
-
o宮
?
2
2
4
Z
m
)
、
つ
ま
り
〔
自
己
の
〕
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
(
唱
E
Z
Z
)
に
没
入
し
た
心
に

於
て
、

た
だ
あ
る
だ
け
の
も
の
が
顕
現
す
る
の
が
我
識
で
あ
る
」
と
す
る
。
即
ち
、

ボ
i
ジ
ャ
が
こ
こ
で
い
う
我
識
と
は
、
内
具
と
し
て

の
我
慢
で
は
な
く
、
も
っ
と
根
源
的
な
も
の
を
さ
す
。
そ
れ
は
前
述
の
我
識
と
同
じ
も
の
で
、
プ
ル
シ
ャ
に
見
ら
れ
て
い
る
グ
ナ
の
最
終

形
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
こ
の
三
昧
に
於
て
満
足
し
た
者
達
は
、
最
高
我

(
3
2
E
T
E
E
)

(
必
)

プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
没
入
者
(
司

zrt'rE)
と
い
わ
れ
る
o

〔
こ
れ
に
対
し
て
〕

た
る
プ
ル
シ
ャ
を
見
、
ず
、

こ
れ
ら
の
者

最
高
の
。
フ
ル
シ
ャ
を

守
』
+
品
、

l
l
 
心
は
白
因
に
没
入
し
、

知
り
つ
つ
、
修
習
を
行
う
者
達
に
は
、
こ
の

〔
プ
ル
シ
ャ
を
〕

(
5
2
5
E
Z
Z
t
)
は
、
認
識
主
体
の
等
至

( 

句、... 
III 
ロ同
凶 l
同
・，自宅

識
別
す
る
知

59 

2
5
8
2ロ
)
と
い
わ
れ
る
。
」
そ
し
て
尋
等
の
三
昧
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
相
づ
っ
排
除
さ
れ
て
有
我
識
に
至
る
と
す
る
点
で
は
疏
等
と
同
じ
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で
あ
る
。

こ
れ
が
ボ

l
ジ
ャ
の
註
釈
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
有
想
は
、
経
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
各
三
味
に
於
て
、

如
何
な
る
相
を
伴
う
か
と
い

う
観
点
に
立
っ
て
四
種
に
分
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
後
述
の
等
至
の
体
系
は
、
何
が
三
味
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
或
は
何
を

排
除
す
れ
ば
三
味
は
よ
り
高
次
の
も
の
と
な
る
か
に
注
目
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ボ

i
ジ
ャ
の
立
場
は
、
こ
の
等
至
の
説
明
を
以
っ
て
、

有
想
の
体
系
を
解
明
し
、
両
体
系
の
統
一
を
試
み
て
い
る
訳
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
等
至
の
体
系
に
あ
る
無
尋
、
無
伺
を
導
入
し
、
逆
に
等

至
の
体
系
に
は
な
い
歓
喜
、
我
識
に
つ
い
て
は
、
有
楽
、
有
我
識
を
た
て
る
も
の
の
、
無
楽
、
無
我
識
と
は
い
わ
な
い
。
か
か
る
有
想
と

等
至
の
統
一
の
試
み
は
、
す
で
に
ヴ
ァ

1
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
に
も
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
両
体
系
は
内
容
上
重
複
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
体
系
を
説
示
す
る
意
図
、
観
点
に
は
相
違
が
あ
る
事
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
次
に
等
至
の
体
系
を
検
討
し
た
い
。

四

(
必
)

等
至

(
Z
E
2
2
2
)
と
は
、
心
の
散
乱
を
滅
す
る
種
々
の
方
便
に
よ
っ
て
、
清
澄
と
な
っ
た
、
或
は
静
止
し
た
心
を
い
う
。
ま
ず
、
経

の
規
定
す
る
等
至
一
般
は
、

『
作
用
が
滅
し
て
、
無
汚
の
宝
石
の
如
く
で
あ
る
時
に
、
認
識
主
体
、
認
識
器
官
、
認
識
の
対
象
に
於
て
、
そ
れ
に
留
ま
り
、
そ
れ

に
飾
ら
れ
た
も
の
が
等
歪
で
あ
る
。
』
(
ペ
∞
:
「
士
)

『
作
用
が
滅
し
て
(
「
ち
2
4
A
=
2
)
』
と
は
、
「
観
念
が
停
止
し
た

(
叫
)

(
官
己
主

m
Z
E
E
-
Y
E
y
a
ω
)
L
事
で
あ
る
。
こ
こ
に
観
念
と
い

う
語
が
使
用
さ
れ
た
の
は
、
全
'
て
の
心
作
用
が
滅
し
た
(
無
想
)
の
で
は
な
い
事
を
示
す
趣
旨
で
あ
る
。
観
念
と
サ
ン
ス
カ

l
ラ

(
2
5
s

(
必
)

m
E
Z
)
と
は
心
作
用
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
、
プ
ル
シ
ャ
の
享
受
を
担
う
も
の
が
観
念
で
あ
る
。
心
作
用
の
中
の
、
ラ
ジ



(

必

)

日

ヤ
ス
と
タ
マ
ス
に
起
因
す
る
作
用
が
滅
し
て
、
心
が
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
優
勢
と
な
っ
て
い
る
の
が
『
作
用
が
滅
し
て
』
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
時

(
U
)
 

に
は
、
例
え
ば
、
水
日
聞
は
赤
い
パ
ラ
の
傍
に
置
け
ば
赤
く
染
り
、
青
い
も
の
の
傍
に
置
け
ば
青
く
染
る
よ
う
に
、
照
明
の
機
能
そ
の
も
の

ヨーガ派の三昧について

と
な
っ
た
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
性
の
心
は
、
水
晶
の
よ
う
に
依
体
と
な
る
所
縁
の
行
相
と
し
て
顕
現
す
る
。
認
識
の
対
象
を
所
縁
と
す
る
時
に
は

(
必
)

認
識
の
対
象
に
歪
り

(
Zヨ
S
B
Z
)、
そ
の
対
象
の
白
相
を
自
ら
の
行
相
と
し
て
顕
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
所
縁
と
な
る
対
象
の
細
粗
の

(

必

)

(

印

)

別
に
従
っ
て
、
前
述
の
尋
・
伺
の
三
味
に
対
応
す
る
。
同
様
に
、
認
識
器
官
に
対
し
て
も
、
心
は
根
の
行
相
を
と
っ
て
顕
わ
れ
る
。
こ
れ

(
日
)

が
前
述
の
歓
喜
に
対
応
す
る
。
又
、
認
識
主
体
た
る
プ
ル
シ
ャ
に
染
め
ら
れ
た
心
は
、
プ
ル
シ
ャ
に
至
っ
て
、
プ
ル
シ
ャ
の
白
相
を
行
相

(
位
)

と
し
て
顕
わ
れ
る
。
し
か

L
、
既
述
の
如
く
、
こ
れ
は
直
接
プ
ル
シ
ャ
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
プ
ル
シ
ャ
は
我
識
の
居

(

日

)

(

日

)

所

(
2
5
S
4
E
ω
)
に
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
前
述
の
我
識
に
対
応
す
る
。

こ
の
よ
〉
7
に、

等
至
の
一
般
相
は
、

心
が
他
の
心
作
用
に
妨
げ
ら
れ
ず
、
自
体
が
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
性
の
優
勢
に
よ
っ
て
、
全
て
の
対
象

の
行
相
を
と
っ
て
顕
わ
れ
、
そ
れ
自
体
の
相
を
失
っ
た
か
の
如
く
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
等
至
は
内
容
に
於
て
は
、
経
三

7

3

の
定
義
す
る
三
昧
と
何
ら
異
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
等
至
は
、
有
想
の
体
系
と
は
異
っ
た
区
分
を
以
っ
て
説
か
れ
て
い
る
。

i

(

日
)

経
に
示
さ
れ
る
等
至
は
、
有
尋
、
無
尋
、
有
伺
、
無
伺
の
四
種
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
有
種
子
三
昧

(
Z
T
E，Z
E
包
F
)
と
称
さ
れ
る
。

ま
ず
、
有
尋
と
は
、

『
こ
の
中
、
吾
一
早
菜
と
対
象
と
知
と
の
分
別
に
よ
っ
て
乱
さ
れ
た
も
の
が
有
尋
の
等
歪
で
あ
る
。
』
(
ペ
∞
J

ア
お
)

一切)、

分
別
は
心
作
用
の
一
つ
で
あ
る
カ
真
実
在
の
も
の
で
な
く
て
も
、
言
葉
、
対
象
、
知
を
相
互
に
誤
っ
て
断
定
す
る
事
に
よ
っ
て
、
本

(
貯
)

来
同
一
な
も
の
を
別
な
も
の
と
し
、
又
、
本
来
別
な
も
の
で
あ
る
の
に
同
一
の
も
の
と
す
る
心
の
働
き
で
あ
る
。

こ
の
分
別
に
よ
っ
て
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『
乱
さ
れ
た
も
の

次
に
無
尋
と
は
、

(
E岡
山
戸
出
品
釦
)
』
、
つ
ま
り
、

か
か
る
分
別
が
混
っ
た
等
主
が
有
尋
で
あ
る
。
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『
記
憶
が
浄
化
さ
れ
た
時
、
自
相
が
空
の
如
く
、
対
象
の
み
が
顕
現
す
る
の
が
、
無
尋
で
あ
る
。
』
(
ペ
ω
・
・
ナ
お
)

記
憶
が
浄
化
さ
れ
る
事
と
、
分
別
に
乱
さ
れ
て
い
る
事
と
は
次
の
よ
う
な
関
連
を
も
っ
。
即
ち
、
「
言
葉
の
慣
用
的
使
用
の
記
憶
が
浄

化
さ
れ
た
時
に
は
、
随
聞
や
比
量
に
よ
る
知
の
分
別
を
欠
い
た
三
昧
の
知
恵
に
於
て
、

(
問
団
)

そ
の
自
相
を
行
相
と
す
る
だ
け
の
も
の
と
し
て
決
定
す
る
。
」

た
だ
自
相
の
み
と
し
て
確
立
さ
れ
た
対
象
は
、

つ
ま
り
、
随
聞
や
比
量
は
言
葉
の
慣
用
的
使
用
を
記
憶
し
て
い
る
事
を
前

提
と
し
て
使
用
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
根
源
た
る
言
葉
の
慣
用
的
使
用
の
記
憶
が
な
く
な
れ
ば
、
八
万
別
も
な
く
な
っ
て
、
三

(
日
)

対
象
が
そ
の
ま
ま
の
姿
で
顕
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
無
尋
等
至
は
最
高
の
現
量

(tzτ
主
主
Z
と
と
も

味
の
知
恵
に
於
て
は
、

(ω) 

呼
ば
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
尋
の
等
至
は
、
粗
大
な
対
象
を
所
縁
と
す
る
時
の
、
八
刀
別
を
伴
う
か
否
か
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次

の
伺
の
等
至
も
同
様
で
あ
る
。

『
こ
れ
に
よ
り
て
、
有
伺
と
無
伺
と
は
微
細
な
対
境
を
も
つ
も
の
と
説
明
さ
れ
る
。
』
(
ペ
∞
J

T

主
)

(
臼
)

ま
ず
、
有
伺
と
は
、
「
微
細
な
も
の
が
、
顕
現
し
た
法
を
も
ち
、
場
所
と
時
間
と
〔
転
変
流
出
の
〕
原
因
の
経
験
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

(

位

)

(

臼

)

て
い
る
時
の
等
至
」
で
あ
り
、
無
伺
と
は
「
全
く
、
完
全
に
、
静
止
と
生
起
と
未
決
定
〔
即
ち
過
現
未
の
三
時
〕
の
法
に
よ
っ
て
決
定
さ

(
似
)

れ
る
事
が
な
く
、
全
て
の
法
に
随
行
し
、
全
て
の
法
の
自
体
で
あ
る
も
の
に
於
け
る
等
至
は
無
伺
で
あ
る
。
」
従
っ
て
、
伺
の
場
合
に
も
、

分
別
が
妨
害
し
て
い
る
聞
は
制
限
を
受
け
た
微
細
な
対
象
の
相
(
法
)
を
と
る
の
が
、
分
別
が
除
か
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
制
限
を
受
け
な

(

白

)

(

町

田

)

い
微
細
な
も
の
の
自
体
(
有
法
)
が
顕
現
す
る
。
疏
に
よ
れ
ば
、
無
伺
に
至
れ
ば
分
別
は
滅
す
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
が
等
至
の
体
系
の
大
略
で
あ
る
が
、
有
想
の
体
系
で
は
、
尋
、
伺
を
伴
う
と
さ
れ
た
事
が
、
こ
こ
で
は
分
別
に
乱
さ
れ
る
事
を
意

昧
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
の
体
系
に
於
け
る
尋
、
伺
は
、
内
容
上
同
一
の
範
囲
の
も
の
と
み
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
疏
は
こ
れ
に



つ
い
て
は
何
も
語
ら
な
い
が
、
ヴ
ァ

l
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
は
、
こ
の
有
尋
乃
至
無
伺
の
等
至
を
認
識
対
象
の
等
至
と
解
し
、
こ
の
他
に
認
識

(
釘
)

主
体
、
認
識
器
官
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
二
等
至
を
数
え
、
等
至
は
八
つ
だ
と
す
る
。
ボ

i
ジ
ャ
は
こ
れ
に
つ
い
て
特
に
述
べ
な
い
が
、

さ
き
の
有
想
に
対
す
る
所
説
か
ら
み
て
、
同
様
の
立
場
に
立
つ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
経
に
於
て
も
か
か
る
八
等
至
説
を
予
定
し
て
い

た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
経
を
読
む
限
り
は
、
等
至
は
無
伺
を
以
っ
て
完
結
す
る
も
の
と
み
て
も
前
後
の
脈
絡
か
ら
み
て
不
都
合
は

(
鎚
)

な
い
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
逆
に
経
が
歓
喜
や
我
識
の
等
至
の
内
容
ま
で
も
認
め
て
い
な
い
と
み
る
事
も
で
き
な
い
。
無
伺
に
関
連

(ω) 

し
て
、
内
心
の
静
澄

(ωF35ω
官

zzm)、
真
理
の
保
持
と
い
う
知
恵
(
川

E
E
r
Z同
削

1
3
日
)
等
を
説
く
事
か
ら
判
断
し
て
、
有
想

円
に
い
う
歓
喜
、
我
識
に
対
応
す
る
も
の
が
こ
こ
で
説
か
れ
て
い
る
と
み
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

つ

(

初

)

中
ル
喜
、
我
識
を
託
し
て
い
る
訳
で
、
そ
の
実
質
に
於
て
は
両
体
系
は
等
し
い
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

の派ガヨ

つ
ま
り
経
の
等
至
の
体
系
は
、
無
伺
に
歓

五

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
三
味
は
、

い
ず
れ
も
有
所
縁

(ω
巴

2
E
E
)
の
三
昧
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
プ
ル
シ
ャ
の

目
的
を
プ
ル
シ
ャ
に
代
っ
て
取
り
行
う
グ
ナ
を
、
そ
の
転
変
流
出
の
下
位
の
も
の
か
ら
上
位
の
も
の
へ
と
、
順
次
に
、
如
実
に
、
プ
ル
シ

ャ
に
見
せ
し
め
、
そ
の
白
的
か
ら
解
放
す
る
事
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
三
昧
に
依
存
す
る
限
り
は
、
プ
ル
シ
ャ
の
認
識
の
主
体
で

あ
る
事
の
回
復
は
あ
り
え
な
い
。
常
に
対
象
が
所
縁
と
し
て
心
に
あ
る
限
り
、
。
フ
ル
シ
ャ
は
こ
れ
と
同
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(
礼
)

そ
こ
で
対
象
を
も
た
な
い
三
昧
1
1
1無
想
が
要
請
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
は
有
想
(
有
所
縁
)
の
三
昧
に
は
消
極
的
価
値

し
か
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
す
で
に
み
て
き
た
如
く
、
有
想
に
よ
っ
て
、
認
識
の
対
象
と
な
る
も
の
、
及
び
認
識
の
器
官
は
プ
ル
シ

63 

ャ
と
の
関
係
を
断
た
れ
て
お
り
、
残
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
プ
ル
シ
ャ
と
心
と
の
根
強
い
混
靖
体
(
我
識
の
み
の
も
の
)
だ
け
で
あ
る
。
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そ
こ
に
於
て
は
、
こ
の
根
源
的
グ
ナ
へ
の
執
著
を
取
り
除
く
離
欲
さ
え
行
わ
れ
れ
ば
、

一
挙
に
無
想
へ
の
転
換
が
な
さ
れ
る
。
も
し
、
有

想
に
よ
っ
て
グ
ナ
を
、
。
フ
ル
シ
ャ
と
の
結
合
の
最
基
本
態
に
ま
で
還
滅
さ
せ
る
事
が
な
け
れ
ば
、
無
想
の
成
立
と
い
う
事
は
な
く
、
こ
の

(η) 

意
味
で
、
有
想
は
無
想
成
立
の
不
可
欠
な
前
提
で
あ
る
事
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

略
号

ペ
∞
よ
ペ
。
加

ω'ω
日同

H
P
〉
ロ

ωロ
仏
山
恥
同

ωEmω
己申
z
r
M同
∞

0
2
0
ω
u
Z
0・
品
斗

ペ
回
「
:
〈
〕
『
削

ω
?
r
r山
叩
一
可

ω

J

「
〈

-u
〈川町門

ω
ω
-
Z
2
B
L
E
W
4
ω
=〈
釦
〈

E
郎

副

E
仏
戸

刃

Z
J
回

ro]
己創
}
P
見
山
}
凶
日

r
zロす

キ
+
占
「
H
U

Z
E
R
E
-
-

ロ
(
1
)
ベ∞
J

国

E
M
U

(
2
)
ペ
回

rよ
ア

N

(
3
)
経
は
四
品
よ
り
な
る
が
、
こ
の
中
の
第
二
、
第
三
品
の
成
立
が
よ
り
古
い
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。

(
4
)
ペ
切
F

J

?

に

y
J「
〈
よ
司
・
=
∞
山
刀
ζ
ニ

ア

凶

H
O
R
-

(
5
)
ペ国
r
J
H
r
L
-

(
6
)
叶
〈

J
H
r
L
-
h
n
h・
E
E
L
r〕『
Z
?
E
-
3
E
-〕『凶

r
E
L
r
o
(ベ
o官
a
ω
F
E
A
E
w
切
O
B
E
Y

∞E
m
F
R
=
ω
旦閉
u
E
E
=
ω
2
5
F
Z
0・
×
「

J-v-u-

ど
叶
)

(
7
)
児

ζ
J
H
E
ι
・



ヨーガ派の三味について

(
8
)
ベ∞
J

ロ
-up
出

(
9
)
n
h
・
4

、ω・祖国
s
H
H

(
叩
)
児
戸
羽
ア
ロ

(日
)

J

「
〈
ニ
ア
戸
田

(
ロ
)
ペ
回
r
J
?
に由

(
日
)
佐
保
田
博
士
は
、
静
慮
は
単
な
る
執
持
の
持
続
で
は
な
く
、
対
象
に
つ
い
て
の
観
念
の
流
れ
を
拡
大
す
る
事
だ
と
さ
れ
る
。

ガ
根
本
教
典
」
(
平
河
出
版
)
昭
和
絹
年
、
八
七
|
八
頁
。

(
日
)
自
己
J
H
r
H
L・

(
日
)
刃
7
A
J

戸『正-

(
日
)
ベ
回
r
J
F
正-

(
口
)
ペ
∞
・
祖
国
'
N
C
W
E
S
H
U

(日
)

J

へ回

r
J
F
H
L・

(
日
)
ペ
回
r
J
M
E
L
-

(
却
)
叶
〈

-
w
?
=
∞

(
紅
)
ペ
∞
J

自
主

(
詑
)
ベ
∞
-
w

国

E
A
R

(
お
)
刀
7
A
J

司

-
E

(
出
)
ペ
回
r
J
-
u
-
N
H

(
お
)
ペ
∞
J

回
目
戸
田

(
部
)
叶
〈

J
?
と

(
訂
)
寸
〈
J
F
H
L・

(
お
)
ペ
切
F
U
M
E
L
-

(
却
)
叶
〈

J
F
E・

ー可

ヨ

特
に
閤
ム
ミ
『
・
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(却
)

J

づ
〈
J

E

L

・

(
況
)
ペ
回
r
J
F
正・

(
辺
)
寸
〈
J
F
H
ι
・

(
お
)
寸
〈
J
F
L・

(
担
)
べ
∞
・
切
国

-
P
品

(
お
)
ペ
∞
J

国
・
さ
w

ヨ
ι

(
部
)
ペ
回
r
J
H
r
L・

(
幻
)
寸
〈
J
H
r
L・

(
謁
)
ペ
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